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　第 7回医療の質・安全学会が 11月 23―24日，飯塚悦功会長（東大大学院）
のもと大宮ソニックシティ（さいたま市）で開催された。今回の主題は「医療
質安全学の確立――社会技術としての医療の基盤構築」。社会技術としての医
療を具現化するための知識体系の構築をめざした演題が並んだ。本紙では，電
子カルテとがん医療，2つの質評価に関するセッションのもようを報告する。

医療の質向上に寄与できる
電子カルテとは

　電子カルテの導入は進む一方，医療
情報システム自体が新たな医療事故発
生の原因となっているという指摘もあ
る。シンポジウム「電子カルテと医療
の質」（座長＝滋慶医療科学大学院大・
武田裕氏）では，医療の質向上の観点
から今後の電子カルテの在るべき形に
ついて議論が行われた。
　松村泰志氏（阪大）は，国立大学附
属の 42病院における診療記録の電子
化と医療安全に関する調査結果を述べ
た。禁忌・アレルギー情報の集約や，
指示の実施面では電子カルテによるシ
ステム化が効果的だった一方，指示変
更があった場合は紙カルテ運用のほう
が優れていたという。診療記録の時系
列表示は電子カルテでも不十分だった
ことから，医療安全により寄与できる
システムの構築を呼びかけた。
　続いて指定討論として，徳永英吉氏
（上尾中央総合病院）が市中病院の立
場から発言。グループ病院間，病棟間
の用語を標準化し，院内業務を可視化
したいという思いが電子カルテ導入の
きっかけだったことを明かし，グルー
プ 27病院すべてで同じシステムを採
用したという。運用面では，カスタマ
イズしないことを現場にお願いしてい
るとした。

　楠岡英雄氏（国立病院機構大阪医療
センター）は，医療機能評価機構認定
病院における IT関連インシデント分
析に関する活動を紹介した。同機構認
定病院患者安全推進協議会の IT化・
情報機器部会では，病院情報システム
に関連する患者安全の指針策定を目標
に，IT関連トラブルの収集・分析を
行っている。トラブルでは，オーダー
伝達エラーや入力時の誤りなど，シス
テムを運用する部分で発生したインシ
デントが多かったと分析した。
　最後に登壇した座長の武田氏は，米
国で展開されている“meaningful HER

（電子カルテの意味ある利用）”プロジ
ェクトを基に，日本の電子カルテの在
り方を問題提起。施設利用が中心の日
本の電子カルテは，医療の効率化が主
目的となっている一方，米国では公衆
衛生関連データの報告に助成があり，
臨床プロセスと患者アウトカムの質向
上につなげていることから，日本でも
社会・技術システムとしての医療 IT

文化構築を訴えた。

QIでがん医療を評価

　医療の評価指標を標準化や質改善に
活かす取り組みが活発になりつつあ
る。ワークショップ「がん医療の質評
価指標（Quality Indicator）の現状と問
題点」（座長＝国立がん研究センター・
若尾文彦氏，東大大学院・水流聡子氏）
では，がん医療における質評価指標
（QI）研究の現状が報告された。
　佐伯俊昭氏（埼玉医大）は，QIを活
用した「制吐薬適正使用ガイドライン」
の改訂作業を解説した。国際的な研究
班AGREEのチェックリストに基づき，

ガイドラインの医療現場での浸透率や
遵守率を調査。エビデンス・プラクテ
ィス・ギャップを明らかにし，現在改
訂版の作成を進めていると報告した。
　東尚弘氏（東大大学院）は，施設や
地域ごとの標準治療の実施状況を明ら
かにするため，診療録からがん診療の
治療項目の実施率評価を行っている。
本評価法の問題点として，診療連携に
より治療の一部を他院で行うと実施率
が下がる点や，標準診療を行わなけれ
ば正当な理由があっても評価されない
点を挙げ，そうした弱点克服の検討を
進める方針を掲げた。
　QIを用いたがん医療の均てん化の
評価を紹介したのは岡村健氏（国立病
院機構九州がんセンター）。全施設が
QI実施率 80％以上を「均てん化」と
定義し，国立病院機構のがん診療連携
拠点病院 38施設のうち 15施設を対象
に調査したところ，「均てん化した」
と評価された QI項目は各臓器とも
20％以下と低かったものの，乳がん・
肺がんでは治療関連の項目で均てん化
の進展を確認できたとした。
　続いて水流氏が，自身が開発したが
ん診療プロセスの QIについて紹介し
た。6つのがん診療のフェーズ（がん
診断・治療前診断・治療計画立案・治

療介入・腫瘍評価・経過観察）と，4

つの観点（状態認識・計画・実施・ア
ウトカム）を組み合わせた 24の評価
項目群を設定し，群ごとに QIを導出。
パイロット調査では，病院間の診療プ
ロセスの違いや改善すべき部分を評価
できたことから，本手法を臨床での行
動変容を促せる評価手法と位置付けた。
　中山健夫氏（京大大学院）は，診療ガ
イドラインを活用したQI開発について
言及した。時間の有効活用や資源の節
約の上でも診療ガイドラインの項目は
QIの重要な候補となることから，ガイ
ドラインの作成委員にはQIへの展開や
臨床現場で実際に用いられることを想
定したガイドラインづくりを要望した。
　最後に指定発言として，がん患者の
立場から松本陽子氏（NPO法人愛媛
がんサポート おれんじの会）が登壇。
患者 QOLの視点を欠いた標準治療も
あることから，QIが病と共に生きる
患者の支えとなることを望むととも
に，どこに住んでいても質の高い医療
が受けられる体制の構築を訴えた。

「医療の質」「患者安全」学の確立を
第7回医療の質・安全学会開催

●飯塚悦功会長

●次週休刊のお知らせ
次週，12月 31日付の本紙は休刊とさせ
ていただきます。明年も引き続きご愛読
のほど，なにとぞよろしくお願い申し上
げます。 （「週刊医学界新聞」編集室）

新しい医療のかたち賞に『幻聴妄想かるた』
　第 6回「新しい医療のかたち」賞授賞式が同
学会閉会式上で開催され，患者を中心とした取
り組み部門に『幻聴妄想かるた』（医学書院）
の作成に当たった「NPO法人やっとこ ハーモ
ニー」が選ばれた。
　選考委員長の大熊由紀子氏（国際医療福祉大）
は，従来，医療者は聞き流すべきものとされて
いた精神疾患患者の幻聴や妄想を共有した点が
画期的と『幻聴妄想かるた』を評価。かるたの
作成者である当事者からは「かるたを通して，
当事者がどういう気持ちで，どういう症状があるかを知ってほしい」との声が聞かれた。
　このほか，医療者・医療機関を中心とした取り組み部門に「暮らしの保健室」が，
地域社会の取り組み部門に「三方よし研究会」が選ばれた。

●授賞式のもよう
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臨床・教育現場における利益相反を考える
　「医師と製薬企業の日常臨床，医学教育におけ
る適切な関係を考える」シンポジウムが12月8日，
立教大（東京都豊島区）にて開催された。本シン
ポジウムは，2011年度文科研“医学生・研修医と
製薬企業との関係に関する調査研究”研究班が主
催するもの。冒頭，研究代表者の宮田靖志氏（北
大病院）より，医学研究における利益相反（COI）
については行政や複数の学術団体からガイドライ
ンが示されるなど自主規制の意識が高まっている
が，臨床・医学教育における COIの議論はいまだ十分でないことが明らかにされた。
　続いて三氏の講演が行われ，まず“EBMの暗黒面”を南郷栄秀氏（東京北社会保険
病院）が指摘。EBMという言葉が浸透し「エビデンスがあること」が医師の治療選択・
処方行動に大きく影響するようになった一方，特定の薬や治療法の有効性を強調する
ため，エビデンスが恣意的に操作される可能性があると懸念を示した。また専門職と
しての医師の立場を自覚し，患者のために何が有用か自ら考える姿勢が大切と語った。 
　日本製薬工業協会（JPMA）からは森田美博氏が登壇した。製薬企業 70社が加盟
する JPMAでは，昨年「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」を公表。
会員各社が「透明性に関する指針」を策定するとともに，医療機関等への資金提供に
ついて，2012年度分からの公開を決めた（2013年度開始）。氏は，製薬分野への社会
からの信頼をより一層高めるべく，ガイドラインの周知に努めたいと抱負を述べた。 
　メディアの立場からは北澤京子氏（日経 BP社）が，米 NPO「Propublica」による
資金提供データベースや，利益相反，過剰な疾病啓発などの視点から健康・医療関連
報道を評価するウェブサイト「Health News Review」を紹介。メディアは，取材対象
である専門家の COIについてより積極的に調査・公表すべきとする一方，中立的・
独立的な報道の在り方を検討する必要性も示唆した。 
　後半のフロア討論（司会＝立教大／日本医学教育学会・大生定義氏）では，さまざ
まな立場から率直な意見が相次いだ。地方の医師からは「製薬企業のサポートなしに
は，研究会などの開催が難しい」実情が語られ，企業側からは「販促によって薬の正
しい情報を広く伝えられ，より多くの患者さんを救える」という思いも聞かれた。一
方若手医師から「学生時代に COIについて知る機会がない」との訴え，教育者から「手
本となる上級医がプロフェッショナリズムを意識し，ふさわしい行動を心掛けるべき」
という声も上がった。さらに「販促活動費をまとめてプールする仕組みを作り，費用
の拠出もそこから行っては」という提案もなされた。 
　最後に大生氏より「日本の医療風土に即した COIの規制の在り方を，医療者側か
ら提案していきたい」と抱負が述べられ，シンポジウムは盛会裏に終了した。 

●シンポジウムのもよう

クロス社による AQC受け入れ要求，
メディケアにおける ACO創設と，マ
サチューセッツ州において，診療報酬
制度改革の流れを加速する事件が立て
続けに起こった事情を説明したが，
2010年，さらなる激震が同州医療界
を揺るがすこととなった。パートナー
ズ社に次いで州第二の規模を誇る病院
グループ，カソリック系のカリタス・
クリスティ社が身売りし，「営利」病
院チェーンへと変身したのである。

（この項つづく）

　2008年末に始まったボストン・グ
ローブ紙の反パートナーズ・キャン
ペーンに歩調を合わせるかのように，
「自前」の診療報酬制度改革を推進す
ることで「出来高払い」との決別を図
ったのが，州最大の保険会社，ブルー
クロス・ブルーシールド（以下，ブルー
クロス）社だった。2009年以降，病院・
医師グループとの契約更新交渉に際し
て，同社が「Alternative Quality Contract

（新クオリティ契約，以下 AQC）」と
呼ぶ，新たな診療報酬支払い方式を受
け入れるよう要求し始めたのである。

州最大の保険会社による
新契約受け入れ要求

　単純にいうと，AQCは，「人頭割り
（capitation）」の支払い方式に，「質に対
する報奨制度（pay for performance，以
下 P4P）」を組み合わせたものである。
「人頭割り」は，実際に行われた診療行
為の多寡・内容と関係なく患者一人当
たり定額の診療報酬を支払う仕組みで
あるが，予算をオーバーして診療行為
が行われた場合，サービス提供側がそ
の赤字をかぶる「財政的リスク」を負
わなければならない。逆に出費を減ら
せば減らすほど黒字が増えるのである
が，90年代，いわゆる「マネジドケア」
が席巻した時代に，「サービス提供側に
コスト抑制のインセンティブを与える
決め手」として米医療界に普及した。
しかし，供給側が過剰なコスト抑制（＝
利潤追求）をめざした場合医療の質が
損なわれる危険があった上，単価があ
まりにも低く設定されたこともあって
「赤字」となるプロバイダが続出，急速
に人気を失った。当時の不人気を反映

しているのか，最近では，「capitation」
ではなく，「global payment」と呼ばれる
ことが多くなっている（註 1）。
　一方，「提供される医療の質の良し悪
しに応じてサービス提供者に支払う診
療報酬の額に差をつける」P4Pの運動
がさかんになったのは，2000年代に入
ってからである。規模が大きいものと
しては，カリフォルニア州 Integrated 

Healthcare Associationが同州の開業医グ
ループ（医師数約 3万 5000人）を対象
に 2003年以降実施している P4Pが有名
であるが，プロバイダに対して質を向
上させるインセンティブを与えること
が確実である一方で，コスト抑制に対
する効果については疑問視されている。
　ブルークロス社の AQCは，global 

paymentと P4Pの両者を組み合わせる
ことでそれぞれの欠点を補完しあうこ
とをねらったのであるが，旧来の出来
高払いの契約から AQCに変更するよ
う強く求めた同社の要求にプロバイダ
が次々に屈服，マサチューセッツ州医
療界におけるコスト抑制の動きはさら
に加速した。他の保険会社も追随して
質の計測と連動した global paymentを採
用するようになっただけでなく，2011

年 10月には，ちょっと前まで強大な価
格交渉力に物を言わせて保険会社をね
じ伏せてきたパートナーズ社もAQCを
受け入れるまでになったのだった。

オバマの医療制度改革へと波及

　ここで少し言及すると，オバマ政権
が 2010年 3月に成立させた医療制度
改革法では，メディケアにおける新た
なる医療サービス供給体制「Account-

able Care Organization（ACO）」を創設
することが謳われた。ACOにおいても
「節約すると収入が増える」インセン
ティブと P4Pが組み合わされており，
そういう意味ではブルークロス社の
AQCと非常に類似した仕組みとなっ
ている（註 2）。ちなみに，ACOの名は，
「患者に提供される医療について，質

とコストの両方に accountableとなる
（＝責任を持つ）組織」の意を包含す
るが，メディケア ACOでは，さらに，
「プライマリ・ケアを基礎としたケア
の統合・継続性」が重視されている。
　メディケア ACOが制度としてス
タートしたのは 2012年 1月であった
が，その際連邦政府に認可された全米
32の「パイロット」ACOのうち，マ
サチューセッツ州のサービス供給者が
母体となって結成された ACOは 5つ
に上った。厳密に言うと異なる仕組み
であるとはいえ，あらかじめブルーク
ロス社から AQCの洗礼を受けていた
ことが，同州における ACO立ち上げ
に寄与したであろうことは想像に難く
ない。

＊
　以上，グローブ紙の反パートナー
ズ・キャンペーンに始まって，ブルー

前回までのあらすじ：「パートナーズ
社が州全体の医療費を押し上げてい
る」と批判したボストン・グローブ紙
のキャンペーンは，マサチューセッツ
州における診療報酬制度改革の動きを
加速した。

註 1：Global paymentは，「ある患者集団に
ついてあらかじめ支払い総額が決められた包
括的支払い方式」であり，厳密に言うと
capitationと同義ではない。
註 2：メディケアの場合は出来高払いを受け
るプロバイダがほとんどであり，支出額の「ベ
ンチマーク」との比較で節約分を算定する。
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　今冬，刊行がかなった『日本近現代
医学人名事典』は，わが国において西
洋医学が公式に採用された 1868年（慶
応 4／明治元年）から 2011年（平成
23年）までの約 145年間に医学・医
療に携わり，物故された人物 3762人
の記録集です。現在，医学領域を網羅
しての人名事（辞）典は世にありませ
ん。出版史上でも 1950年の『世界医
学人名辞典』（木下正中著，医学書院，
絶版）にさかのぼる程度だと思います。
　なぜ，このような書籍を企画したか。
医学・医療に限らず，すべての人々の
仕事は，先人の業績の上に成り立って
いるとの前提からです。先人の生き方
や想い，その成果を 1冊の本にまとめ
ることは，誰かがその次の仕事をなす
ときに大きな参考になると考えまし
た。本事典の刊行準備が大詰めを迎え
た 2012年 10月，ジョン・ガードン博
士（ケンブリッジ大），山中伸弥教授（京
大）のノーベル生理学・医学賞受賞の
朗報に接し，ますますその思いを強く
しました。
　わが国の医学史では，北里柴三郎，
志賀潔，あるいは野口英世といった
方々の名はよく知られていますが，本
稿では，私なりの観点から「長与専斎」
「早石実蔵」「花房秀三郎」の 3人を通
して，本事典が対象としたわが国の近
代医学約 145年間のあゆみを紹介した
いと思います。

長与専斎（1838―1902年）

　肥前（長崎県大
村市）の漢方医の
家に生まれ，大阪
で緒方洪庵の適塾
塾長を務め，長崎
にてポンペ，ボー
ドウィンに学んだ
蘭方医でした。維
新後，文部省に出
仕し，1871年の岩
倉使節団に随行し
て海外の医学教
育・医療制度を視察，帰国後，36歳
で文部省医務局長に就任しています。
厚生労働省のない当時，日本の医療は
まず，教育を司る文部省の管轄として
始まっています。医療行政が内務省に
移管された後も，衛生局長（「衛生」
という訳語を採用し，局名改称）とし
て，18年余の長きにわたってその責
任者を務めました。わが国の“医療福
祉の祖”にあたる人物です 1）。
　この間，1874年には太政官通達と
して「医制」（現在も続く医師法・医

療制度の根幹）を定め，衛生行政機構，
ドイツを範とした医学教育，医師開業
免許制度の確立に貢献しました。コレ
ラの死者が 1879年，86年 にそれぞれ
10万人を超えていたことに示される
ように，彼が生きたのは急性伝染病対
策，未整備な環境衛生対策に追われた
時代でした。
　専斎は多くの子息に恵まれ，中でも
三男の又郎（病理学者）は東京帝国大
学総長になりました。1938年に，荒
木貞夫文相から「総長官選案」を示さ
れた際は，大学の自治権を守るために
戦い，荒木の案を撤回させて自らは総
長を辞任しています。2004年に「国
立大学法人化案」が，大学人の抵抗少
なく実施された当時，私自身はすでに
京大を退官した身ではありましたが，
又郎の気骨を追想し，悲しくも寂しく
も，不安にも感じたことでした。

早石実蔵（1882―1977年）

　明治・大正人の
意気軒昴ぶりを示
す格好の人物で
す。彼の時代は，
わが国において急
性伝染病の猛威が
少しは収まり，慢
性伝染病である結
核，ハンセン病対
策に着手されよう
とする時期でし
た。また，外科手術が本格化しようと
していました。
　実蔵は丹後（京都府宮津市）出身で
す。上阪して 18歳で医術開業試験に
及第，7年間宮津で開業の後，27歳で
渡米してバルチモア医大で学び，米国
各地で外科修業，開業もした後，1922

年に渡欧，各国の外科視察の後，ベル
リンのコッホ研究所で研究に従事。ド
イツ医学雑誌に論文 3編を発表してい
ます。さらに米国メイヨー・クリニッ
クを視察した上で帰国。大阪に早石病
院を開設しました（写真）。まったく

目を見張る努力家でした。その三男は，
酸素添加酵素の発見者として知られる
早石修先生です（大阪バイオサイエン
ス研究所理事長，京大名誉教授）。父
君の在米中，カリフォルニアで生まれ
た修先生は，戦後間もない 1949年に
再渡米され，58年に京大教授に就任
のため帰国されています。当時，医学
部在学中だった私は，折よく医化学の
試験をその前任教授の時期にパスして
いたから良かったものの，再試験組に
なっていた同級生たちは修教授の厳格
な口頭試問に遭遇。「ひどい目にあっ
たなあ……」が今も同級生同士の語り
草となっていることです。

花房秀三郎（1928―2009年）

　戦後のわが国は
ドイツ医学からア
メリカ医学へと大
きな転換をしまし
た。高度経済成長
に支えられた生活
環境の改善と抗生
物質・抗菌薬の開
発・普及により，
伝染病（感染症）
は激減し，医療の
対策は，成人病・生活習慣病，癌対策
の時代となりました。発癌をめぐって
癌ウイルスが脚光を浴びた 1980年代，
世界の医学界から“ノーベル賞に最も
近い日本人”と評価されていたのが，
兵庫県出身の花房先生です。
　私は，1994年に雑誌『最新医学』
で連載「海外の日本人――医学・医療」
（海外で活躍中の日本人医師 24人との
対談シリーズ）を企画し，花房先生と
対談する機会を得ました。シリーズの
目的は，「どうして日本ではノーベル
生理学・医学賞の仕事が生まれないの
か」を考えることでした。花房先生は，
ラウス肉腫（1911年発見）を用いて「癌
ウイルスの持つ遺伝子が正常細胞内に
存在する」との発見・報告（1977年）

に至るまでに研究の歩みを淡々と語ら
れました。その際，残念がっておられ
たのは，ラウス肉腫と同じころに発見
され，先生が研究対象にしようとした
藤浪・稲本肉腫（1910年発見）が，
日本には残っておらず，外国（チェコ）
で保存されていたことです。先生の共
同研究者であった照子夫人は，「藤浪
肉腫を忘れ去った事実の根底には，学
問は，欧米の先例を追い，それに頼っ
ていればよいという，科学者の安易な
考えもあったことを否定することはで
きない」という厳しい言葉を残されて
います 2）。そうした事実が，わが国の
現代医学の背景にあることを忘れては
ならないと思います。

＊
　2012年，わが国からもノーベル生
理学・医学賞に値する成果が初めて生
まれていたことが，山中教授の受賞に
よって証明されました。明治初期，30

歳前後であった国民の平均寿命は，今
や 80歳前後と，世界で類を見ない長
足で超高齢国家になりました。急ぎ足，
と言うのは「ゆがみ」を伴います。解
決すべき多くの問題を含んでいます。
外国に範を求めた時代は過ぎ，わが国
自身が世界に範を示すべき時代が到来
しています。
　本書の中から，わが国の医学・医療
の領域において，それぞれの時代で頑
張られた先人たちの志を私たちが見い
だし，引き継ぐごとができればと思い
ます。

●いずみ・たかてる
1936年徳島県生まれ。
60年京大医学部卒，
65年同大学院修了。
同年同大結核研究所
附属病院助手，67年
米国ロックフェラー大，
71年スウェーデン・カ
ロリンスカ病院留学。
京大結核胸部疾患研

究所助教授を経て，89年京大教授（呼吸器
病学）。同大胸部疾患研究所長／附属病院長，
米国胸部学会諮問委員，欧州呼吸器学会国際
委員を歴任。98年米国胸部学会会長賞受賞。
99年退官。現在は公益財団法人京都健康管
理研究会・中央診療所理事長として外来診療
に従事している。

寄　稿

近代医学の145年
『日本近現代医学人名事典【1868-2011】』の人々から
 泉 孝英　 京都大学名誉教授

●写真　1929年 7月，大阪船場での早石
病院開業時の一枚
自動車後部座席奥が光子夫人，手前が三男
の修氏（当時 9歳）。

●長与専斎氏
（国立国会図書館ホー
ムページから転載）

まんがでみるわかりやすい医学の通史、堂々の刊行

まんが　医学の歴史
茨木　保
いばらきレディースクリニック院長

A5　頁356　2008年 定価2,310円（本体2,200円＋税5％） [ISBN978-4-260-00573-9]

医学の歴史は、人類の誕生とともにはじま
り、いつの世もらせん状に続いてきた泣き
笑いの人間ドラマがあった。世界初！　臨
床医であり漫画家である著者による、まん
がでみるわかりやすい医学の通史、堂々の
刊行。古代の神々からクローン羊のドリー
まで、『看護学雑誌』2003-2005年の
連載に大幅描き下ろしを加えた。

●早石実蔵氏
（提供：早石修氏）

●花房秀三郎氏
（提供：最新医学社）

●参考文献
1）外山幹夫『医療福祉の祖 長与専斎』思文
閣出版，2002年．
2）花房照子『細胞ががんになるとき―――
がんウィルスの遺伝子をめぐって』講談社，
1978年．
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大いに共感し，触発される
刺激的な一冊

書 評 　 新 刊 案 内

ウィリアム・オスラー
ある臨床医の生涯
WILLIAM OSLER　:　A Life in Medicine
Michael Bliss●著
梶 龍兒●監訳
三枝小夜子●訳

A5変型・頁620
定価3,780円（税5％込） MEDSI
http://www.medsi.co.jp

評 者  井村 裕夫
 京大名誉教授

　ウィリアム・オスラーといえば 19

世紀末からの現代医学の黎明期に，臨
床医学者，医学教育の改革者，医の倫
理の伝道者として国際的に活躍し，多
くの医師・医学者の尊敬を集めた偉大
な存在である。オス
ラーが現在も多くの
人々の尊敬を集め，イ
ンスピレーションを与
え続けていることは，
オスラー協会があり，
彼の著書が広く読まれ
ていることを見ても明
らかである。しかしオ
スラーといえども人間
で，欠点や失敗があっ
たはずであるから，そ
の実像を明らかにした
いという意図の下に書
かれたのが本書であ
る。著者のマイケル・
ブリスはかつて「イン
スリン物語」を著し，インスリン発見
にかかわる通説を破ったことで知られ
ており，私もその本を読んで感銘を受
けたことを今も明瞭に覚えている。
　ブリスの手法は多くの文献，記録，
手紙などを丹念に読んで，もつれた糸

をほぐすように真実に迫ろうとするも
のである。本書でも実に多くの資料が
引用されていて，読みごたえがある。
しかも文章は平易で――この点はオス
ラーの文章と異なるが――，かなり大

部の書であるが一気に
読み通すことができ
る。それでは結論はど
うであろうか。もちろ
んオスラーにも多くの
失敗や問題点があった
ことは事実であるし，
良い意味での野心家の
一面があったかもしれ
ない。しかし彼の人生
は気高く堂々としてい
て，今も多くの人々の
本心からの崇拝を集め
ているという一事に，
その人生が凝縮されて
いるように思われる。
　オスラーが亡くなっ

て 80年以上経ち，医学は科学の一分
野として大きく変貌した。しかしそう
した時代であればこそ，時にはオス
ラーの原点に戻って患者，病気，そし
て医学の思想・倫理に思いをはせるこ
とが必要ではなかろうか。

ウィリアム・オスラーの
等身大の実像を求めた伝記

≪精神科臨床エキスパート≫
これからの退院支援・地域移行
水野 雅文●編
野村 総一郎，中村 純，青木 省三，朝田 隆，水野 雅文●シリーズ編集

B5・頁212
定価5,670円（税5％込） 医学書院
ISBN978-4-260-01497-7

評 者  羽藤 邦利
 代々木の森診療所理事長

　本書には，長期入院患者の「退院促
進・地域定着支援」の実践報告がたく
さん収載されている。精神科病院 8施
設，精神科診療所 2施設，社会福祉法
人 1施設，就労継続 A

事業所 1施設からの報
告である。
　「退院促進・地域移
行」と言うと，厚労省が 2003年から
始めた「精神障害者退院促進支援事業
（精神障害者地域移行・地域定着支援
事業）」（通称“退促”事業）を思い浮
かべる人が多いと思う。“退促”事業は，
社会的入院 7万 2000人を 10年間で解
消することを目標に，都道府県ごとに
相談事業所（ほとんどが地域活動支援
センターを併設）を主な実施主体とし
て取り組まれたものである。2003―09

年の7年間では，事業対象者数7903人，
退院患者数 2825人であった。
　実績数は少ない。しかし，数には表
せない大きな成果があったと言われて
いる。相談支援事業所の職員が精神科
病院に出向き，病院職員と一緒に対象
患者に働きかけ，「退院する気がない」
患者を退院する気にさせ，退院準備，
退院，地域定着に至る。地域定着まで
には，どのケースも 1―2年かかって
いる。その間，病院，家族，地域の関
係者を巻き込んだ波乱万丈のドラマが
あったと聞く。“退促”事業を通して，
相談支援事業所の職員はとても力をつ
けた。さらに，相談支援事業所を核に
して，精神科病院，診療所，保健所，
福祉事務所など地域の社会資源のつな
がりがつくられた。実績数は少なくて
も，“退促”事業は精神障害者を地域
で支える基盤をつくった。

　ところで，本書に掲載されている報
告は，相談支援事業所などの“退促”
事業のことではない。主に精神科病院
で行った「退院支援・地域移行」の取

り組みである。対象患
者は一部重なっていた
と思われるが，取り組
み主体が違う。

　精神科病院の取り組みは 10年以上
にわたっている例もある。その間，対
象患者，その関係者にとってだけでな
く，精神科病院にも，波乱万丈の展開
が起きている。その中から，病院はた
くさんのノウハウを蓄積し，機能を飛
躍的に高めている。
　例えば，デイケアが重要であること，
訪問看護の活用の仕方，24時間電話
相談が必要であること，退院促進プラ
ン，トータルコーディネート，ケアマ
ネジメントといった手法のこと，チー
ム医療，全体ミーティング，職員研修，
職員の意識改革など。さらに，地域移
行加算，退院前訪問指導といった診療
報酬のこと。「退院させるにはまず“気
合い”だ」といった言葉など，本書に
掲載された報告には，退院支援に欠か
せない重要なアイデアや工夫が盛り込
まれている。その一つひとつが，医療
現場で「膨大なエネルギー」を注ぎ込
んでいるうちに獲得したものであるこ
とが報告からわかる。
　特に，この数年余りの取り組みを経
て，どの病院も大きく変貌を遂げてい
る。病棟構成や職員構成が様変わりし
ている。平均在院日数が著減，外来患
者数，デイケア患者数，訪問看護件数
が著増している。
　この本の中ではあまり言及されてい

ないが，精神科病院は「退院支援・地
域移行」と並行して，救急病棟や認知
症病棟の強化拡充を進めていた。「退
院促進・地域移行」とそれらが重なり
合って精神科病院は様変わりしたと考
えられる。しかし，もし最初に「退院
支援・地域移行」に取り組まなければ，
これほどの様変わりは起きなかったの
ではないか。「退院支援・地域移行」
が最近の精神科病院の改革の起爆剤だ
ったのは間違いない。
　精神科診療所からの報告も二つ掲載
されている。一つは規模の大きな診療
所からの報告である。デイケア施設を
持ち，PSW（精神科ソーシャルワー
カー）などのスタッフを多くそろえて
いる規模の大きな診療所は“民間のコ

ミュニティメンタルヘルスセンターに
なり得る”とある。また，小規模の診
療所の報告では「入院と地域支援の間
の断層」を埋める役割を担えること，
保健師などとチームを組むことで良い
効果が生まれることが指摘されてい
る。今後，精神科診療所は地域の中で
重要な役を担うのではないだろうか。
　この本からは現場の息づかいが聞こ
えてくる。現場に身を置いている者で
ないと書けない“本音”が満載である。
大いに共感し，触発される。たくさん
のヒントをもらえるが，少しばかり反
発を感じる部分もあって，とても刺激
的である。この本は面白い。
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ニュース・ルポ

連載

対談・座談会・インタビュー

連載

対談・座談会・インタビュー

寄稿・投稿・視点

ニュース・ルポ

寄稿・投稿・視点

◇ 日本発 !! ブレイン・マシン・インターフェー
ス新時代  BMIの新技術で，難治性神経疾患・
脳機能障害に光を 2959

◇第 12回日本クリニカルパス学会 2961

◇ 医療事故・紛争対応研究会第 6回年次カンフ
ァレンス 2961

◇「いきいき百歳体操」の健康戦略 2963

◇都道府県のがん対策推進を考える 2963

◇ 第 17回白壁賞，第 36回村上記念「胃と腸」
賞授賞式 2967

◇「大規模災害と障害者支援」セミナー 2969

◇第 39回日本集中治療医学会 2971

◇金原一郎記念医学医療振興財団贈呈式 2971

◇第 76回日本循環器学会 2974

◇厚生労働省関連の国家試験合格状況 2978

◇第 55回日本糖尿病学会 2980

◇STROKE2012 2980

◇第 98回日本消化器病学会 2980

◇第 47回日本理学療法学術大会 2982

◇第 23回「理学療法ジャーナル賞」 2982

◇第 108回日本精神神経学会 2982

◇第 13回日本言語聴覚学会 2984

◇第 34回日本血栓止血学会 2984

◇第 17回日本緩和医療学会 2986

◇第 46回日本作業療法学会 2986

◇第 54回日本老年医学会 2988

◇第 10回日本臨床腫瘍学会 2990

◇第 1回 TRENDカンファレンスから 2990

◇第 3回日本プライマリ・ケア連合学会 2996

◇日本の医療と『週刊医学界新聞』の 60年 3000

◇第 50回日本癌治療学会 3004

◇金原一郎記念医学医療振興財団贈呈式 3004

◇第 20回総合リハビリテーション賞授賞式 3004

◇第 40回日本救急医学会 3006

◇第 36回日本死の臨床研究会 3006

◇第 7回医療の質・安全学会 3008

◇臨床・教育現場における利益相反を考える
　 3008

◇ BMIが，医療の新領域を拓いていく（吉峰俊樹，
川人光男，里宇明元，佐倉統） 2959

◇ SHDインターベンション 心臓への新たな低侵
襲治療“TAVI”の可能性（古田晃） 2961

◇ 『胃と腸』歴代編集委員長の“私の一冊”（八
尾恒良，多田正大，牛尾恭輔，飯田三雄，芳
野純治，松井敏幸） 2961

◇堀川俊一氏に聞く（堀川俊一，猪飼周平）2963

◇ 卓越した教材としての『幻聴妄想かるた』（新
澤克憲，武井麻子，小宮敬子） 2963

◇ 有害事象発生時の適切な対応とは（高橋長裕，
前田正一，児玉聡） 2965

◇ チームで挑む慢性心不全診療（佐藤幸人，横
山広行，多留ちえみ，宮澤靖） 2967

◇ 災害医療 2.0（里見進，森野一真，石井正，山
内聡） 2969

◇ ICTで実現する，新たな“日本の医療”（小倉
真治，田中博，神野正博） 2971

◇ 皮膚疾患診療のこれからを展望する（塩原哲
夫，宮地良樹） 2972

◇ 日本の医療費を見つめ直す（加藤治文，長瀬
隆英） 2974

◇ 高齢者糖尿病のマネジメント（横野浩一，荒
木厚，櫻井孝） 2976

◇ 双極性障害を“識る”（秋山剛，尾崎紀夫，加
藤忠史） 2978

◇ 後ろ向きでいいじゃない（平川克美，六車由実，
大野更紗） 2982

◇ C型肝炎治療の新展開（熊田博光，豊田成司，
茶山一彰，菅原通子） 2984

◇ がん患者さんの“働きたい”思いをかなえる
就労支援とは（高橋都，近藤明美，金容壱，
和田耕治） 2988

◇ 新春随想 2012（門田守人，寺岡慧，辻哲夫，
色平哲郎，楠木重範，坂本すが，藤田郁代，
中板育美，山浦玄嗣） 2959

◇“食べること”をあきらめない（川口美喜子） 2961

◇ 直感的診断の可能性（志水太郎，松本謙太郎，
徳田安春） 2965

◇ 東日本大震災被災者の健康調査から見えてく
ること（坂田清美） 2969

◇格差社会で行動する英国の一般医（武田裕子）
　 2972

◇ 適正に臨床試験を実施できる医師を養成する
ために（小林真一） 2974

◇ 男性糖尿病患者の性機能障害を支援する看護
の現状（村岡知美） 2976

◇ 「生きたい人」を支えられない，医療・福祉の
運用現場（森川すいめい） 2978

◇ 抗菌薬適正使用を推進する Big gun project（荒
川創一） 2980

◇心臓救急最前線（伊藤賀敏） 2986

◇自殺は予防できるのか（高橋祥友） 2986

◇ 在宅ケアのルネサンス――Buurtzorg（堀田聰
子） 2986

◇ コーディネートされた認知症ケア――Geriant

（堀田聰子） 2988

◇現代的重症患者診療（讃井將満） 2990

◇ 家庭医療による病院再建と米国式外来への変
革（本田宜久） 2990

◇急性期脳梗塞治療の新時代（山上宏） 2990

◇ “Lifelong Learner”としての町医者の「心得」（福
井謙，小田倉弘典，牧瀬洋一，亀井三博，伊
藤伸介，藤原靖士） 2992

◇機器を利用した認知症の生活支援（安田清） 2992

◇ End-Of-Life Care Teamによる意思決定支援の取
り組み（西川満則） 2996

◇ ジェネラリストによるロンドン五輪奮闘記（小
林裕幸） 2998

◇ 私と医学界新聞（高久史麿，矢崎義雄，井村
裕夫，伊藤正男，金澤一郎，南裕子，黒川清，
川島みどり，李啓充，河合忠，井部俊子） 3000

◇ 日本発の新たな疾患概念  IgG4関連疾患の潮流
（神澤輝実） 3002

◇ 私と医学界新聞（武藤徹一郎，岩崎榮，奈良勲，
矢谷令子，藤田郁代） 3002

◇見知らぬ世界へのどこでもドア（金川英雄） 3002

◇ “第三次坂の上の雲”としての医療イノベーシ
ョン（野元正弘） 3004

◇ 「ごちゃまぜ」で医療・介護に顔の見える関係
をつくろう（吉村 学） 3006

◇地域医療たかはまモデル（井階友貴） 3006

◇近代医学の 145年（泉孝英） 3008

◇在宅医療モノ語り（鶴岡優子）
㉒長押さん…2961，㉓聴診器さん…2965，㉔お
茶さん…2969，㉕お菓子さん…2972，㉖メジャー
さん…2976，㉗タオルさん…2980，㉘口紅さん
…2984，㉙日日草さん…2988，㉚靴べらさん…
2992，㉛印鑑さん…2996，32舌圧子さん…3002，
33洗浄ボトルさん…3006

◇ 若手ジェネラリスト全国 80大学行脚プロジェ
クト 2960

◇自治医大「Free course-student doctor」制度 2964

◇第 106回医師国家試験合格者発表 2973

◇ WONCA前会長・Chris van Weel氏講演会開催
　 2973

◇がん医療の次世代リーダーをめざして 2973

◇第 30回臨床研修研究会開催 2977

◇ACP日本支部総会開催 2977

◇ 「みちのく総合診療医学センター」設立記念式
典開催 2977

◇医学書院「JIMセミナー」のもようから 2985

◇第 44回日本医学教育学会開催 2993

◇ 第 18回白壁賞，第 37回村上記念「胃と腸」
賞授賞式 3001

◇初期診療能力を身につけよう（田中和豊）2960

◇ 外来研修の意義と学び方（松村真司，前野哲博，
小曽根早知子，山田康博） 2964

◇“回復の物語”を紡ぐ（藤沼康樹，柳浩太郎）
　 2968

◇ 100年目のレヴィ小体研究（中野今治，河村満，
水野美邦） 2973

◇ みちのくの地でジェネラリストを育てる（千
葉大，菅家智史，佐々木隆徳，山田哲也） 2981

◇ 選んだ道を悔やまない。覚悟を決めて，頂点
をめざせ !!（天野篤，竹原朋宏） 2985

◇研修医リスクマネジメント心得（田中まゆみ）
　 2985

◇ 臨床実習の明日を見つめて（奈良信雄，前野
哲博） 2989

◇ 医療の質“カイゼン”を始めよう !!（長谷川耕
平，飯村傑） 2993

◇どうなる ?　専門医制度（池田康夫） 2997

◇ 診断の神様と外来診療を語る（ローレンス・ティ
アニー，金城紀与史，金城光代，岸田直樹） 3001

◇ 今こそ学びたい !　サパイラの身体診察（須藤
博，徳田安春） 3005

◇ In My Resident Life（青木眞，蘆野吉和，兼本
浩祐，箕輪良行，徳田安春，片岡仁美，岡田
唯男） 2960

◇集まれ !  熱帯医学を志す医師たち（谷口智宏）
　 2968

◇FAQ 不整脈診療の基本（小林義典） 2973

◇ 他職種より愛を込めて 院内を駆け回るための
18の“Tips”（杉山良子，政田幹夫，脇田紀子，
大塚喜人，吉岡宏介，大松尚子） 2977

◇変わりゆく米国卒後研修（島田悠一） 2977

◇できるレジデントになろう !!（横林賢一） 2981

◇外科医のノンテクニカルスキル（円谷彰） 2989

◇ 学生有志による看護職サポート――三重県の
取り組み（江角悠太） 2993

◇ ノエル先生と考える日本の医学教育（ゴード
ン・ノエル，大滝純司，松村真司）

㉑ワーク・ライフ・バランス（7）…2960，（番外
編）…2964，㉓新しい医学教育のパラダイム（1）
…2968，（2）…2973，（3）…2977，（4）…2981

◇ 循環器で必要なことはすべて心電図で学んだ
（香坂俊）
㉑なぜ，不整脈は起こるのか？…2960，㉒安定
狭心症はどれだけ「安定」しているか？（前編）
…2964，（後編）…2968，㉔心電図診断のコツと
は？…2973

◇それで大丈夫？  ERに潜む落とし穴（志賀隆）
㉑ COPD急性増悪…2960，㉒過換気症候群…
2964，㉓アナフィラキシー…2968

◇REAL HOSPITALIST（石山貴章）
⑬総合内科の面白さ…2960，⑭ホスピタリスト
ユニットとトヨタカイゼン方式…2964，⑮「情熱」
と「ビジョン」…2968

◇学ぼう !!検査の使い分け（高木康監修）
⑪腫瘍マーカー…2960，⑫梅毒検査…2964，⑬
微生物検査…2968

◇ もう膠原病は怖くない！ 臨床医が知っておく
べき膠原病診療のポイント（高田和生）

⑧シェーグレン症侯群／多発性筋炎・皮膚筋炎
…2960，⑨全身性強皮症…2964，⑩結合組織病／
血管炎…2968，⑪膠原病診療におけるステロイ
ド…2973，⑫膠原病診療における免疫抑制治療
…2977

◇ 臨床研修ええとこどり !!  around the world（水
野篤）

①韓国編…2964，②台湾編…2968，③フランス
編…2973，④英国編…2977

◇外来診療 次の一手（前野哲博監修）
①昨日から 3回も吐いてしまいました…2973，
②急に腰が痛くなって…2977，③今朝からめま
いがするんです…2981，④最近，体重が減って
しまって…2985，⑤気を失ってしまったんだよ
…2989，⑥下腹部が痛いんです…2993，⑦最近，
歩きづらいんです…2997，⑧急に背中が痛くな
って…3001，⑨風邪をひいたみたいで…3005

◇「型」が身につくカルテの書き方（佐藤健太）
①「型なし」，あるいは「型通り」から「型破り」
へ…2985，②カルテ記載の基本の型 SOAP（1）…
2989，（2）…2993，（3）…2997，⑤病棟編（1）…3001，
（2）…3005

◇ピンチはチャンスに変えられる !（塚原知樹）
　 2993

◇ 米国ではどのように臨床研修の質を維持して
いるのか（成相宏樹） 2997

◇緩和ケア医をめざす若手医師の未来（西智弘）
　 2997

◇ 私と医学界新聞（勝俣範之，伴信太郎，箕輪
良行，岡田正人，青木眞，松村真司） 3001

◇ Kan-fed勉強会デリバリーシステム（朴澤憲和，
片岡裕貴，佐田竜一） 3005

◇続　アメリカ医療の光と影（李啓充）
213 ウォルマートのビジネス・ディシジョン…
2961， 214 生殖医療と政治…2963， 215 予防接種拒
否をめぐる倫理論争…2965， 216 セラピューティ
ック・タッチ…2967，217「ピンクリボン」コーメ
ン財団の失敗…2969，218 医師が患者になるとき
…2971，219医師が殺人罪に問われた理由…2972，
220 半世紀後のピル論争…2974，221 医療制度改革
法違憲訴訟…2976，222砂糖規制運動…2978，223「医
療債務」という名の陥穽（1）…2980，（2）…2982，
225 病院チェーン「乗っ取り」をめぐる攻防…
2984，226学業成績向上薬…2986，227「肥満は自己
責任」論の不毛…2988，228 オバマケア合憲判決
の「想定外」（1）…2990，（2）…2992，（3）…2994，
231「最先端」医療費抑制策マサチューセッツ州の
試 み（1）…2996，（2）…2998，（3）…3002，（4）…
3004，（5）…3006，（6）…3008

◇老年医学のエッセンス（大蔵暢）
⑬老衰終末期における代理決定…2961，⑭虚弱
高齢者と入院関連機能障害…2965，⑮もうひと
つの最先端医療多職種チームアプローチ…2969，
⑯死に方の科学…2972，⑰虚弱高齢者の薬物療
法…2976，⑱思想としての老年医学…2980

◇今日から使える医療統計学講座（新谷歩）
⑨感度・特異度…2963，⑩グラフの読み方・使
い方…2967，⑪同等性・非劣性の解析…2971，
⑫カプランマイヤー曲線…2974

◇PHOTO LETTER
①続くソマリアの人道危機…2982，②南スーダ
ン共和国，独立から 1年…2986，③マラリアが
まん延するコンゴ…2990，④薬剤耐性結核が深
刻化するアルメニア…2994，⑤治療・予防の両
面から栄養失調に取り組む…2998，⑥命にかか
わる病気，はしか…3004

◇チンパンジーと私たち（松沢哲郎，瀬戸嗣郎）
　 2994

◇ 未破裂脳動脈瘤の自然歴の悉皆調査（森田明
夫） 2994

◇ 消化器外科の新地平をひらく（森正樹，宮崎勝，
桑野博行，渡邉聡明） 2996

◇ うつ病診療の“均てん化”へ（神庭重信）2998

◇ 変容する社会とパーソナリティ障害のかたち
（牛島定信，斎藤環） 2998

◇日野原重明氏に聞く 3000

◇小児終末期の治療方針を考える（加部一彦） 3002

◇ “JCI”に学ぶ，これからの病院医療（福井次矢，
落合慈之，夏目隆史） 3004

『週刊医学界新聞』通常号索引
2012年 1月―12月（2959号―3008号）

レジデント号索引

あなたへの医師キャリアガイダンス
研修病院選びの決め手は何か、専門を何に
するか、臨床か研究か、留学や開業をいつ
するか……。医師としてのキャリアの積み
かたは多様だ。本書では50人の先輩医師
が「今のあなたの悩みについて、かつて
(あるいは現在進行形で)同じように悩み、
このような道を選んだ」と、本音で語る。
執筆陣は聖路加国際病院内科の現役・
OB/OGという共通点はあれどその経歴は
多種多様。さまざまな努力や転機となった
エピソードが興味深い。

編集 岡田　定
聖路加国際病院内科チェアマン

　　 堀之内秀仁
国立がん研究センター中央病院呼吸器内科

　　 藤井健夫
聖路加国際病院腫瘍内科

A5　頁240　2012年 定価1,890円（本体1,800円＋税5％） [ISBN978-4-260-01620-9]

50人の先輩医師にきいてみよう

がん化学療法　レジメン管理マニュアル
がん化学療法を安全に行うために、臨床現
場で必要な情報をレジメンごとにまとめた
マニュアル。支持療法薬を含めた投与スケ
ジュール表と副作用の発現時期を提示し、
エビデンスに基づいた減量規定、中止規定
を記載。臨床現場で重要な副作用を取り上
げ、その対策を解説した。具体的な介入事
例（CASEと解説）も収載！

監修 濱　敏弘
がん研有明病院薬剤部長

編集 青山　剛
がん研有明病院薬剤部

　　 東加奈子
東京医科大学病院薬剤部

　　 川上和宜
がん研有明病院薬剤部主任

　　 宮田広樹
日本医科大学付属病院薬剤部

B6変型　頁368　2012年 定価3,990円（本体3,800円＋税5％） [ISBN978-4-260-01637-7]

本当に欲しい情報、使えるTIPS
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今日の治療指針　2012年版［デスク判］
私はこう治療している
編集　山口　徹・北原光夫・福井次矢
B5　頁2064　定価19,950円　［ISBN978-4-260-01412-0］

今日の治療指針　2012年版［ポケット判］
私はこう治療している
編集　山口　徹・北原光夫・福井次矢
B6　頁2064　定価15,750円　［ISBN978-4-260-01413-7］

治療薬マニュアル 2012
監修　高久史麿・矢崎義雄
編集　北原光夫・上野文昭・越前宏俊
B6　頁2560　定価5,250円　［ISBN978-4-260-01432-8］

医療関係者必携

基礎医学
運動器臨床解剖アトラス
監訳　中村耕三
A4　頁424　定価18,900円　［ISBN978-4-260-01199-0］

解剖学カラーアトラス（第 7版）
共著　J. W. Rohen・横地千 ・E. Lütjen-Drecoll
A4　頁568　定価12,600円　［ISBN978-4-260-01378-9］

神経解剖集中講義（第 2版）
原著　ジェームス D. フィックス／監訳　寺本　明・
山下俊一／訳　秋野公造・太組一朗
B5　頁264　定価3,780円　［ISBN978-4-260-01491-5］

標準生化学
藤田道也
B5　頁368　定価5,250円　［ISBN978-4-260-00801-3］

標準微生物学（第 11版）
監修　平松啓一／編集　中込　治・神谷　茂
B5　頁688　定価7,350円　［ISBN978-4-260-01471-7］

プロメテウス解剖学アトラス　口腔・頭
頸部
監訳　坂井建雄・天野　修
A4変型　頁384　定価14,700円　［ISBN978-4-260-01338-3］

臨床医学：一般
CT・MRI 実践の達人
編　聖路加国際病院放射線科レジデント
A5　頁244　定価3,780円　［ISBN978-4-260-01475-5］

M-Test
経絡と動きでつかむ症候へのアプローチ
向野義人・松本美由季・山下なぎさ
B5　頁184　定価3,780円　［ISBN978-4-260-01608-7］

がん化学療法　レジメン管理マニュアル
監修　濱　敏弘
編集　青山　剛・東　加奈子・川上和宜・宮田広樹
B6変型　頁368　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01637-7］

がんサバイバー
医学・心理・社会的アプローチでがん治療を結い
なおす
原書編集　Kenneth D. Miller／監訳　勝俣範之
訳　金　容壱・大山万容
A5　頁464　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01522-6］

救急救命士によるファーストコンタクト
（第 2版）
病院前救護の観察トレーニング
郡山一明
B5　頁144　定価2,730円　［ISBN978-4-260-01479-3］

救急レジデントのTIPS
編集　ERカンファレンス
B5　頁292　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01388-8］

急性中毒診療レジデントマニュアル（第 2版）
監修　相馬一亥／執筆　上條吉人
B6変型　頁440　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01553-0］

クリニカルクエスチョンにこたえる！
臨床試験ベーシックナビ
編集　臨床試験を適正に行える医師養成のための協議会
A5　頁176　定価2,100円　［ISBN978-4-260-01430-4］

研修医のための
リスクマネジメントの鉄則
日常臨床でトラブルをどう防ぐのか？
田中まゆみ
A5　頁168　定価2,625円　［ISBN978-4-260-00439-8］

今日の救急治療指針（第 2版）
監修　前川和彦・相川直樹／編集　杉本　壽・堀　進悟・
行岡哲男・山田至康・坂本哲也
A5　頁984　定価13,650円　［ISBN978-4-260-01218-8］

症例から学ぶ和漢診療学（第 3版）
寺澤捷年
A5　頁404　定価4,830円　［ISBN978-4-260-01386-4］

新臨床栄養学（第 2版）
編集　馬場忠雄・山城雄一郎／編集協力　雨海照祥・
佐々木雅也・宮田　剛・島田和典
B5　頁792　定価12,600円　［ISBN978-4-260-01615-5］

ティアニー先生のベスト・パール 2
著　ローレンス・ティアニー／訳　松村正巳
A5　頁186　定価2,625円　［ISBN978-4-260-01712-1］

〈総合診療ブックス〉
どうする？　家庭医のための“在宅リハ”
佐藤健一
A5　頁216　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01623-0］

放射線医学イントロダクション
縦横無尽の入門講義
竹川鉦一・田中良明
B5　頁276　定価3,780円　［ISBN978-4-260-01381-9］

臨床医学：内科系
ICD-10ケースブック
精神および行動の障害の診断トレーニング
監訳　中根允文／訳　大原由久
A5　頁328　定価5,250円　［ISBN978-4-260-01650-6］

IPMN/MCN 国際診療ガイドライン・
2012年版 〈日本語版・解説〉
著　国際膵臓学会ワーキンググループ［代表：田中雅
夫］／訳・解説　田中雅夫
B5　頁96　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01671-1］

医療事故の舞台裏
25のケースから学ぶ日常診療の心得
長野展久
A5　頁272　定価2,625円　［ISBN978-4-260-01663-6］

帰してはいけない外来患者
編集　前野哲博・松村真司
A5　頁228　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01494-6］

感染性腸炎 A to Z（第 2版）
編集　大川清孝・清水誠治
編集協力　中村志郎・井谷智尚・青木哲哉
B5　頁296　定価8,400円　［ISBN978-4-260-01642-1］

構造と診断
ゼロからの診断学
岩田健太郎
A5　頁218　定価2,625円　［ISBN978-4-260-01590-5］

〈精神科臨床エキスパート〉
抗精神病薬完全マスター
編集　中村　純
B5　頁240　定価6,090円　［ISBN978-4-260-01487-8］

〈精神科臨床エキスパート〉
これからの退院支援・地域移行
編集　水野雅文
B5　頁212　定価5,670円　［ISBN978-4-260-01497-7］

〈精神科臨床エキスパート〉
専門医から学ぶ
児童・青年期患者の診方と対応
編集　青木省三・村上伸治
B5　頁240　定価6,090円　［ISBN978-4-260-01495-3］

今日の common disease 診療ガイドラ
イン
エスタブリッシュ医薬品による標準治療
監修　小川　聡・武藤正樹
B6　頁480　定価4,725円　［ISBN978-4-260-01525-7］

今日の小児治療指針（第 15版）
総編集　大関武彦・古川　漸・横田俊一郎・水口　雅
A5　頁1028　定価16,800円　［ISBN978-4-260-01231-7］

今日の精神疾患治療指針
編集　樋口輝彦・市川宏伸・神庭重信・朝田　隆・
中込和幸
A5　頁1012　定価14,700円　［ISBN978-4-260-01380-2］

今日の皮膚疾患治療指針（第 4版）
編集　塩原哲夫・宮地良樹・渡辺晋一・佐藤伸一
A5　頁1024　定価16,800円　［ISBN978-4-260-01323-9］

思春期・青年期のうつ病治療と自殺予防
著　David A. Brent・Kimberly D. Poling・
Tina R. Goldstein／訳　高橋祥友
A5　頁336　定価5,250円　［ISBN978-4-260-01556-1］

精神療法の基本
支持から認知行動療法まで
堀越　勝・野村俊明
A5　頁288　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01672-8］

成人期の自閉症スペクトラム診療実践マ
ニュアル
編集　神尾陽子
B5　頁208　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01546-2］

摂食障害治療ガイドライン
監修　日本摂食障害学会
編集　「摂食障害治療ガイドライン」作成委員会
B5　頁320　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01443-4］

双極性障害の心理教育マニュアル
患者に何を，どう伝えるか
原著　Colom F.・Vieta E.
監訳　秋山　剛・尾崎紀夫
B5　頁200　定価3,570円　［ISBN978-4-260-01548-6］

大腸内視鏡挿入法（第 2版）
軸保持短縮法のすべて
工藤進英
B5　頁164　定価12,600円　［ISBN978-4-260-01314-7］

誰も教えてくれなかった「風邪」の診かた
重篤な疾患を見極める！
岸田直樹
A5　頁192　定価3,360円　［ISBN978-4-260-01717-6］

てんかん学ハンドブック（第 3版）
兼本浩祐
A5　頁368　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01539-4］

内科救急　見逃し症例カンファレンス
M&Mでエラーを防ぐ
長谷川耕平・岩田充永
B5　頁192　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01517-2］

内科レジデントの鉄則（第 2版）
編集　聖路加国際病院内科チーフレジデント
B5　頁264　定価3,780円　［ISBN978-4-260-01466-3］

認知症疾患治療ガイドライン 2010　
コンパクト版 2012
監修　日本神経学会
編集　「認知症疾患治療ガイドライン」作成合同委員会
A5　頁256　定価3,570円　［ISBN978-4-260-01337-6］

〈脳とソシアル〉
脳とアート
感覚と表現の脳科学
編集　岩田　誠・河村　満
A5　頁272　定価3,780円　［ISBN978-4-260-01481-6］

パルス波ECTハンドブック
原著　Mankad MV et al／監訳　本橋伸高・上田　諭
訳　竹林　実・鈴木一正
A5　頁224　定価5,250円　［ISBN978-4-260-01565-3］

標準神経病学（第 2版）
監修　水野美邦／編集　栗原照幸・中野今治
B5　頁632　定価7,350円　［ISBN978-4-260-00601-9］

標準精神医学（第 5版）
編集　野村総一郎・樋口輝彦・尾崎紀夫・朝田　隆
B5　頁560　定価6,825円　［ISBN978-4-260-01407-6］

標準的神経治療
監修　日本神経治療学会
B5　頁328　定価9,975円　［ISBN978-4-260-01657-5］

腹膜透析スタンダードテキスト
中本雅彦・山下明泰・髙橋三男
B5　頁224　定価6,825円　［ISBN978-4-260-01668-1］

不整脈診療レジデントマニュアル
編集　小林義典・新田　隆
B6変型　頁432　定価4,725円　［ISBN978-4-260-01225-6］

ブルガダ三兄弟の心電図リーディング・
メソッド 82
訳　野上昭彦・小林義典・鵜野起久也・蜂谷　仁
著　Josep Brugada・Pedro Brugada・
Ramón Brugada
B5横　頁232　定価4,725円　［ISBN978-4-260-01544-8］

ボツリヌス療法アトラス
著　Wolfgang Jost／監訳　梶　龍兒
A4　頁272　定価18,900円　［ISBN978-4-260-01520-2］

レジデントのための腎臓病診療マニュア
ル（第 2版）
編集　深川雅史・吉田裕明・安田　隆
A5　頁536　定価5,250円　［ISBN978-4-260-00948-5］

臨床医学：外科系
OCTアトラス
𠮷村長久・板谷正紀
A4　頁368　定価24,150円　［ISBN978-4-260-01513-4］

運動器疾患の「なぜ？」がわかる臨床解
剖学
編著　工藤慎太郎
B5　頁232　定価4,830円　［ISBN978-4-260-01498-4］

肩（第 4版）
その機能と臨床
信原克哉
A4　頁544　定価18,900円　［ISBN978-4-260-01676-6］

〈Ladies Medicine Today〉
更年期・老年期外来ベストプラクティス
誰もが知りたい 104例の治療指針
編集　神崎秀陽
B5　頁408　定価8,925円　［ISBN978-4-260-01533-2］

呼吸器外科手術のすべて
著　白日高歩／執筆協力　川原克信
A4　頁424　定価26,250円　［ISBN978-4-260-00791-7］

こどもの整形外科疾患の診かた
診断・治療から患者家族への説明まで
編集　亀ヶ谷真琴／編集協力　西須　孝
B5　頁264　定価9,450円　［ISBN978-4-260-01377-2］

産婦人科ベッドサイドマニュアル（第 6版）
編集　青野敏博・苛原　稔
B6変型　頁592　定価6,930円　［ISBN978-4-260-01064-1］

ステップアップ内視鏡外科手術［DVD付］
監修　若林　剛／編集　佐々木章
B5　頁260　定価14,700円　［ISBN978-4-260-01542-4］

標準小児外科学（第 6版）
監修　伊藤泰雄
編集　髙松英夫・福澤正洋・上野　滋
B5　頁424　定価7,350円　［ISBN978-4-260-01424-3］

標準リハビリテーション医学（第 3版）
監修　上田　敏
編集　伊藤利之・大橋正洋・千田富義・永田雅章
B5　頁544　定価7,350円　［ISBN978-4-260-01394-9］

腹腔鏡下大腸癌手術
発生からみた筋膜解剖に基づく手術手技
監修　加納宣康／著　三毛牧夫
A4　頁232　定価12,600円　［ISBN978-4-260-01476-2］

変形性関節症の診かたと治療（第 2版）
監修　井上　一／編集　尾﨑敏文・西田圭一郎
B5　頁288　定価8,400円　［ISBN978-4-260-01602-5］

網膜硝子体手術SOS
トラブルとその対策
監修　RETINAの会／編集　喜多美穂里
A4　頁264　定価16,800円　［ISBN978-4-260-01417-5］

レジデントのための消化器外科診療マニ
ュアル
編集　森　正樹・土岐祐一郎
A5変型　頁480　定価5,670円　［ISBN978-4-260-01658-2］

医学一般
Medicine
医学を変えた 70の発見
編集　William Bynum・Helen Bynum
訳　鈴木晃仁・鈴木実佳
A4変型　頁304　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01518-9］

あなたへの医師キャリアガイダンス
編集　岡田　定・堀之内秀仁・藤井健夫
A5　頁240　定価1,890円　［ISBN978-4-260-01620-9］

医学書院　医学用語辞典　英和・略語・
和英
監修　伊藤正男・井村裕夫・高久史麿
B6　頁992　定価4,410円　［ISBN978-4-260-00364-3］

「医療クライシス」を超えて
イギリスと日本の医療・介護のゆくえ
近藤克則
A5　頁328　定価2,940円　［ISBN978-4-260-00833-4］

医療福祉総合ガイドブック　2012年度版
編集　NPO法人 日本医療ソーシャルワーク研究会
編集代表　村上須賀子・佐々木哲二郎・奥村晴彦
A4　頁280　定価3,465円　［ISBN978-4-260-01543-1］

医療法学入門
大磯義一郎・加治一毅・山田奈美恵
A5　頁260　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01567-7］

基礎から学ぶ
クリニカルパス実践テキスト
監修　日本クリニカルパス学会学術委員会
B5　頁144　定価3,570円　［ISBN978-4-260-01599-8］

【現代語訳】呉秀三・樫田五郎
精神病者私宅監置の実況
訳・解説　金川英雄
A5　頁354　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01664-3］

日本近現代医学人名事典［1868―2011］
編　泉　孝英
A5　頁802　定価12,600円　［ISBN978-4-260-00589-0］

電子カルテ時代のPOS
患者指向の連携医療を推進するために
監修　日野原重明／著　渡辺　直
B5　頁168　定価2,100円　［ISBN978-4-260-01635-3］

日野原重明ダイアローグ
日野原重明
A5　頁264　定価2,310円　［ISBN978-4-260-01706-0］

標準法医学（第 7版）
監修　石津日出雄・高津光洋
編集　池田典昭・鈴木廣一
B5　頁344　定価5,775円　［ISBN978-4-260-01592-9］

衛生・公衆衛生学
アウトブレイクの危機管理（第 2版）
新型インフルエンザ・感染症・食中毒の事例から
学ぶ
阿彦忠之・稲垣智一・尾﨑米厚・中瀨克己・前田秀雄
B5　頁216　定価3,360円　［ISBN978-4-260-01659-9］

基礎から学ぶ楽しい疫学（第 3版）
中村好一
A5　頁248　定価3,150円　［ISBN978-4-260-01669-8］

医療技術
PT・OT国家試験共通問題
でるもん・でたもん［基礎医学］
編　「標準理学療法学・作業療法学」編集室
B5　頁504　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01123-5］

PT・OTのための
これで安心　コミュニケーション実践ガ
イド
山口美和
B5　頁232　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01569-1］

アナトミー・トレイン［DVD付］（第 2版）
徒手運動療法のための筋筋膜経線
原著　トーマス W. マイヤース
訳　板場英行・石井慎一郎
A4　頁332　定価6,825円　［ISBN978-4-260-01558-5］

言語聴覚研究
第 9巻　第 1号
編集・発行　日本言語聴覚士協会
B5　頁64　定価2,100円　［ISBN978-4-260-01594-3］

言語聴覚研究
第 9巻　第 2号
編集　日本言語聴覚士協会
B5　頁68　定価2,100円　［ISBN978-4-260-01667-4］

言語聴覚研究
第 9巻　第 3号
編集　日本言語聴覚士協会
B5　頁72　定価2,100円　［ISBN978-4-260-01713-8］

顕微鏡検査ハンドブック
臨床に役立つ形態学
編集　菅野治重・相原雅典・伊瀬恵子・伊藤　仁・
手島伸一・矢冨　裕
B5　頁416　定価6,825円　［ISBN978-4-260-01554-7］

小児から高齢者までの姿勢保持（第 2版）
工学的視点を臨床に活かす
編　日本リハビリテーション工学協会 SIG姿勢保持
B5　頁256　定価4,935円　［ISBN978-4-260-01541-7］

脳卒中の下肢装具（第 2版）
病態に対応した装具の選択法
渡邉英夫
A5　頁200　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01535-6］
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脳はときどき嘘をつく、「脳とソシアル」シリーズ第4弾

＜脳とソシアル＞

脳とアート 感覚と表現の脳科学

生物にとって、感じることは、生きること。
命を守るために、五感を研ぎ澄ませ、生活
している。しかし、ヒトは感じたものを
自分なりに表現しようとする。それはな
ぜか?　アートという行動の原点を脳科学
から探る、脳とソシアルシリーズ第4弾。

編集 岩田　誠
東京女子医科大学名誉教授

　　 河村　満
昭和大学教授・
内科学講座神経内科学部門

A5　頁272　2012年 定価3,780円（本体3,600円＋税5％） [ISBN978-4-260-01481-6]

神経治療のスタンダードがこの1冊に！

標準的神経治療
監修 日本神経治療学会

B5　頁328　2012年 定価9,975円（本体9,500円＋税5％） [ISBN978-4-260-01657-5]

設立30年の歴史をもつ日本神経治療学会
監修により、神経内科医だけでなく他科の
医師も加わりまとめ上げられた独自の治療
指針。手根管症候群、Bell麻痺、片側顔面
痙攣、三叉神経痛、慢性疼痛、めまいなど、
日常診療でよく遭遇する9つの神経疾患・
症候を中心に、神経治療のエキスパートが
エビデンスに基づいた標準的治療を示す。
神経内科専門医のみならず神経治療に携わ
るすべての医師が座右に置いておきたい
1冊。
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〈標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野〉
運動学
編集　伊藤　元・高橋正明
B5　頁328　定価5,250円　［ISBN978-4-260-00020-8］

〈標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野〉
小児科学（第 4版）
編集　冨田　豊
B5　頁272　定価4,410円　［ISBN978-4-260-01666-7］

〈標準理学療法学　専門分野〉
地域理学療法学（第 3版）
編集　牧田光代・金谷さとみ
B5　頁304　定価4,935円　［ISBN978-4-260-01224-9］

〈標準理学療法学　専門分野〉
日常生活活動学・生活環境学（第 4版）
編集　鶴見隆正・隆島研吾
B5　頁376　定価5,670円　［ISBN978-4-260-01603-2］

〈標準作業療法学　専門分野〉
基礎作業学（第 2版）
編集　小林夏子・福田恵美子
B5　頁216　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01492-2］

〈標準作業療法学　専門分野〉
高次脳機能作業療法学
編集　能登真一
B5　頁280　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01390-1］

〈標準作業療法学　専門分野〉
作業療法研究法（第 2版）
編集　山田　孝／編集協力　長谷龍太郎
B5　頁288　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01483-0］

〈標準作業療法学　専門分野〉
地域作業療法学（第 2版）
編集　小川恵子／編集協力　大熊　明・加藤朋子
B5　頁320　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01438-0］

〈標準臨床検査学〉
血液検査学
編集　矢冨　裕・通山　薫
B5　頁288　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01509-7］

〈標準臨床検査学〉
生理検査学・画像検査学
編集　谷口信行
B5　頁328　定価4,830円　［ISBN978-4-260-01418-2］

〈標準臨床検査学〉
病理学・病理検査学
編集　仁木利郎・福嶋敬宜
B5　頁296　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01435-9］

〈標準臨床検査学〉
臨床化学
編集　前川真人
B5　頁360　定価4,725円　［ISBN978-4-260-01474-8］

〈標準臨床検査学〉
臨床検査医学総論
編集　矢冨　裕
B5　頁224　定価3,360円　［ISBN978-4-260-01508-0］

臨床検査技師国家試験問題集　解答と解
説　2013年版
編集　「検査と技術」編集委員会
B5　頁204　定価3,150円　［ISBN978-4-260-01638-4］

看護一般・総論・基礎
NANDA-I 看護診断
定義と分類 2012―2014
編集　T. ヘザー・ハードマン
監訳　日本看護診断学会
A5変型　頁656　定価3,150円　［ISBN978-4-260-01557-8］

NANDA-NIC-NOCの理解（第 5版）
看護記録の電子カルテ化に向けて
黒田裕子
B5　頁232　定価2,520円　［ISBN978-4-260-01735-0］

生きることは尊いこと
いのちをみつめた闘病と介護の日々
岡西雅子
四六判　頁256　定価1,890円　［ISBN978-4-260-01597-4］

看護診断
第 17巻　第 1号
編集　日本看護診断学会
B5　頁90　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01534-9］

〈シリーズ　ケアをひらく〉
驚きの介護民俗学
六車由実
A5　頁240　定価2,100円　［ISBN978-4-260-01549-3］

〈シリーズ　ケアをひらく〉
ソローニュの森
田村尚子
B5変型　頁132　定価2,730円　［ISBN978-4-260-01662-9］

〈シリーズ　ケアをひらく〉
弱いロボット
岡田美智男
A5　頁224　定価2,100円　［ISBN978-4-260-01673-5］

俺に似たひと
平川克美
四六判　頁242　定価1,680円　［ISBN978-4-260-01536-3］

基本から学ぶ看護過程と看護診断（第 7版）
著　ロザリンダ・アルファロ―ルフィーヴァ
監訳　本郷久美子
B5　頁368　定価2,730円　［ISBN978-4-260-01689-6］

自分を支える心の技法
対人関係を変える 9つのレッスン
名越康文
四六判　頁202　定価1,470円　［ISBN978-4-260-01628-5］

病期・病態・重症度からみた
疾患別看護過程（第 2版）
＋病態関連図
編集　井上智子・佐藤千史
A5　頁2016　定価7,350円　［ISBN978-4-260-01561-5］

病棟・外来から始める
リンパ浮腫予防指導
編著　増島麻里子
B5　頁208　定価2,835円　［ISBN978-4-260-01415-1］

フィジカルアセスメントをケアにつなげる
12事例で学ぶ看護の要点
編集　藤崎　郁
B5　頁144　定価2,310円　［ISBN978-4-260-01235-5］

ベナー　看護ケアの臨床知（第 2版）
行動しつつ考えること
原著　P. ベナー他／監訳　井上智子
A5　頁976　定価6,195円　［ISBN978-4-260-01634-6］

〈看護ワンテーマBOOK〉
もっと知りたい
エンゼルケアQ & A［DVD付］
小林光恵
B5変型　頁128　定価2,310円　［ISBN978-4-260-01705-3］

成人・臨床看護
アセスメントとケアが変わる
褥瘡エコー診断入門
水原章浩・富田則明・浦田克美
B5　頁120　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01680-3］

〈看護ワンテーマBOOK〉
快適！ストーマ生活
日常のお手入れから旅行まで
松浦信子・山田陽子
B5変型　頁128　定価1,890円　［ISBN978-4-260-01601-8］

〈JJNスペシャル〉
これだけは知っておきたい整形外科
編　細野　昇
AB判　頁196　定価2,730円　［ISBN978-4-260-01450-2］

心電図を見るとドキドキする人のための
モニター心電図レッスン
大八木秀和
B5　頁112　定価1,890円　［ISBN978-4-260-01617-9］

腎不全看護（第 4版）
編集　日本腎不全看護学会
B5　頁440　定価4,410円　［ISBN978-4-260-01560-8］

日本腎不全看護学会誌
第 14巻　第 1号
編集　日本腎不全看護学会
A4　頁60　定価2,520円　［ISBN978-4-260-01593-6］

日本腎不全看護学会誌
第 14巻　第 2号
編集　日本腎不全看護学会
A4　頁88　定価2,520円　［ISBN978-4-260-01716-9］

フットケア（第 2版）
基礎的知識から専門的技術まで
編集　日本フットケア学会
B5　頁264　定価3,360円　［ISBN978-4-260-01480-9］

〈すぐ調〉
眼科
編集　武蔵国弘
A6変型　頁96　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01464-9］

〈すぐ調〉
呼吸器
編集　福永興壱
A6変型　頁144　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01451-9］

〈すぐ調〉
耳鼻咽喉科
編集　神崎　晶
A6変型　頁128　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01458-8］

〈すぐ調〉
循環器
編集　高橋寿由樹
A6変型　頁136　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01452-6］

〈すぐ調〉
消化器
編集　浦上秀次郎
A6変型　頁132　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01453-3］

〈すぐ調〉
腎・透析
編集　松浦友一
A6変型　頁128　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01455-7］

〈すぐ調〉
整形外科
編集　奥山訓子
A6変型　頁104　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01462-5］

〈すぐ調〉
糖尿病
編集　山田　悟
A6変型　頁88　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01454-0］

〈すぐ調〉
脳・神経
編集　佐々木貴浩・田中蔵人
A6変型　頁148　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01456-4］

〈すぐ調〉
泌尿器
編集　菊地栄次
A6変型　頁112　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01459-5］

〈すぐ調〉
皮膚科
編集　鈴木洋介
A6変型　頁136　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01463-2］

老年看護
生活機能からみた
老年看護過程（第 2版）
＋病態・生活機能関連図
編集　山田律子・萩野悦子・井出　訓
編集協力　佐々木英忠
A5　頁536　定価3,780円　［ISBN978-4-260-01564-6］

根拠と事故防止からみた
老年看護技術
編集　亀井智子
A5　頁568　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01139-6］

小児看護
発達段階からみた
小児看護過程（第 2版）
＋病態関連図
編集　石黒彩子・浅野みどり
編集協力　高橋義行・伊藤嘉規
A5　頁800　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01562-2］

根拠と事故防止からみた
小児看護技術
編集　浅野みどり
A5　頁528　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01138-9］

〈すぐ調〉
小児科
編集　内田敬子
A6変型　頁132　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01461-8］

新生児学入門（第 4版）
仁志田博司
B5　頁464　定価6,090円　［ISBN978-4-260-01433-5］

母性看護
ウエルネスからみた
母性看護過程（第 2版）
＋病態関連図
編集　佐世正勝・石村由利子
A5　頁1024　定価3,990円　［ISBN978-4-260-01563-9］

〈すぐ調〉
産婦人科
編集　谷垣伸治
A6変型　頁168　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01460-1］

母乳育児支援スタンダード （新装版）
編集　NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント
協会
B5　頁380　定価4,200円　［ISBN978-4-260-01684-1］

精神看護
〈すぐ調〉
精神科
編集　秋根良英
A6変型　頁116　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01457-1］

服薬支援とケアプランに活かす
非定型抗精神病薬Q & A
編集　萱間真美・稲田俊也・稲垣　中
編集協力　宮本有紀・瀬戸屋　希
A5　頁344　定価3,150円　［ISBN978-4-260-01566-0］

地域看護
在宅ケアのはぐくむ力
秋山正子
B6　頁196　定価1,470円　［ISBN978-4-260-01710-7］

駐在保健婦の時代　1942―1997
木村哲也
A5　頁338　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01678-0］

渡辺式家族アセスメント／支援モデルによる
困った場面課題解決シート
柳原清子・渡辺裕子
B5　頁106　定価1,890円　［ISBN978-4-260-01512-7］

看護管理
RCA根本原因分析法実践マニュアル
（第 2版）
再発防止と医療安全教育への活用
石川雅彦
B5　頁230　定価3,360円　［ISBN978-4-260-01587-5］

固定チームナーシング（第 3版）
責任と継続性のある看護のために
西元勝子・杉野元子
B5　頁256　定価2,520円　［ISBN978-4-260-01670-4］

看護教育
活動性を高める授業づくり
協同学習のすすめ
安永　悟
B5　頁160　定価2,520円　［ISBN978-4-260-01486-1］

看護教育学（第 5版）
杉森みど里・舟島なをみ
B5　頁564　定価5,040円　［ISBN978-4-260-01545-5］

看護教員のための
学校経営と管理 増補版
網野寛子・遠藤由美子・齊藤茂子・林　慶子・
松原定雄
B5　頁176　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01624-7］

看護研究
APA に学ぶ
看護系論文執筆のルール
前田樹海・江藤裕之
A5　頁116　定価1,890円　［ISBN978-4-260-01739-8］

〈JJNスペシャル〉
看護研究の進め方　論文の書き方（第 2版）
編著　早川和生
AB判　頁192　定価2,520円　［ISBN978-4-260-01683-4］

看護研究のための文献レビュー
マトリックス方式
著　ジュディス・ガラード／訳　安部陽子
B5　頁176　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01511-0］

黒田裕子の
看護研究Step by Step（第 4版）
黒田裕子
B5　頁368　定価2,730円　［ISBN978-4-260-01596-7］

質的研究の基礎（第 3版）
グラウンデッド・セオリー開発の技法と手順
著　ジュリエット・コービン／
アンセルム・ストラウス／訳　操　華子・森岡　崇
A5　頁560　定価4,515円　［ISBN978-4-260-01201-0］

質的統合法入門
考え方と手順
山浦晴男
B5　頁160　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01505-9］

教科書・参考書
系統看護学講座　2012年版
全 65巻
定価155,400円

新看護学　2012年版
全 15巻
定価34,125円

学生のための医療概論（第 3版増補版）
編集　千代豪昭・黒田研二
B5　頁308　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01540-0］

看護学生のための
薬理学ワークブック
食見忠弘
B5　頁160　定価1,680円　［ISBN978-4-260-01392-5］

看護師国試　必修チェック！
編集　医学書院看護出版部
新書　頁356　定価1,260円　［ISBN978-4-260-01510-3］

看護データブック（第 4版）
編集　神田清子
B6　頁392　定価1,890円　［ISBN978-4-260-01500-4］

2013年版　系統別看護師国家試験問題
解答と解説
編　「系統看護学講座」編集室
B5　頁1600　定価5,670円　［ISBN978-4-260-01529-5］

2013年版　准看護師試験問題集
付 模範解答（別冊）
編　医学書院看護出版部
B5　頁584　定価3,570円　［ISBN978-4-260-01528-8］

2013年版　保健師国家試験問題　解答
と解説
「別冊　直前チェックBOOK」付
編　「標準保健師講座」編集室
B5　頁684　定価3,675円　［ISBN978-4-260-01530-1］

〈標準保健師講座・別巻 1〉
保健医療福祉行政論（第 3版）
執筆　藤内修二・櫃本真聿・島田美喜・日隈桂子・
星野明子・飯村富子・阿部朱美・兵井伸行・三徳和子・
佐藤由美・福田素生・阿彦忠之・村中峯子・岡本玲子・
中瀨克己・岩室紳也
B5　頁244　定価2,940円　［ISBN978-4-260-01405-2］

辞典・語学
Let's Listen, Speak and Learn
臨床看護英語（第 5版）
仁木久恵・Nancy Sharts-Hopko・助川尚子
A5　頁96　定価1,680円　［ISBN978-4-260-01552-3］

電子メディア
看護医学電子辞書 7
ツインカラー液晶・スクロールパッド搭載
電子辞書　価格58,275円　［ISBN978-4-260-01501-1］

今日の診療プレミアム Vol.22 
DVD-ROM for Windows
DVD-ROM　価格76,650円　［ISBN978-4-260-01609-4］

今日の診療ベーシック Vol.22 
DVD-ROM for Windows
DVD-ROM　価格54,600円　［ISBN978-4-260-01611-7］

治療薬マニュアル 2012準拠　
CASIO電子辞書データカード版
EX-word DATAPLUS2～6対応
価格8,925円　［ISBN978-4-260-01655-1］

電子辞書SR-A10004〔新価格版〕
電子辞書　価格68,250円　［ISBN978-4-260-70089-4］
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